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現代の医療は、高度な医療機器がなければ成り立たない。その医療
機器を熟知し、それらが安全に動くようにすることで医療を支えて
いるのが“いのちのエンジニア”（CLINICAL ENGINEER）、臨床
工学技士だ。
　病院内で医師や看護師、各種の医療技術者とチームを組んで、心
臓手術をはじめとする手術業務、不整脈治療や血液浄化など生命維
持装置の操作などを担当。また医療機器がいつでも安心して使用で
きるよう、保守管理や点検などを行っている。
　臨床工学技士の仕事が、患者さんの目に触れることは多くない。
しかし、医療機器を熟知し、それらが安全に動くことで、患者さん
の命を支えている。医学と工学の知識を兼ね備えた臨床工学技士の
存在は、医療の進歩にともない、ますます大きくなっている。医療
のあらゆる場所で臨床工学士が求められている。

現代医療にかかせない医療機器のスペシャリストである「臨床工学
技士」。その多岐にわたる業務内容を紹介する。
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